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■ 会 長 挨 拶         鈴木 廣利君 
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立秋が過ぎ、２０日余りが経ちました。日の出

が遅くなったと感じるような今日この頃ですが年

を取ったせいでしょうか。 
昨日は衆院選挙の公示日でした。来る１１日に

向かって最近にない小数激戦の郵政、年金等を争

点にした選挙戦が繰り広げられます。選挙戦の事

は私見を挟むと問題がありますので終ってからの

事にしまして、今日は去る２８日の日曜日、静岡

新聞掲載の今月１３日に行われた浜松医大の公開

講座の記事のお話をさせていただきます。 
東京聖路加国際病院理事長日野原重明さんと浜

松ホトニクス社長晝馬輝夫さんの講演とその後浜

松医大寺尾学長を加えてのパネルディスカッショ

ンの模様です。 
日野原理事長は今は医療が発達し病気があって

も薬を飲みながら、夫婦間で「病気があるから養

生したほうがいい」「私は大丈夫、薬があるから、

好きな事をやらせていただきます。」と云う会話を

交しながら６０才を過ぎても自由な発想で行動の

出来る第三の人生があるので、年を取ることがい

やではなくなっている。今の日本の法律には老人

と云う言葉はなく、６５才以上を「高齢者」と云

うが、これは老と云う言葉に悪いイメージがある

為ですが、中国では若くても指導的な先生は「老

師」と云って「老」は敬う言葉として使われてい

る。後略 又晝馬社長は動物の歴史は力を持つ者

が勝ってきました。そしてその勝者の強い遺伝子

を子孫に伝える事で進化をしてきました。 

その動物の頂点に立ったのが人間であります。 
人間は約６０兆個の細胞で構成され、細胞同士

が相互にかかわりを持って活動しております。こ

の細胞のどの部分が体やあるいは心をコントロー

ルしているのかが分かれば人間自身が自分の身体

や心を理解する事が出来るはずです。私達の光技

術はそれを解明出来る可能性があります。 後略 
コーディネーターとして寺尾浜松医大学長は、

日野原理事長は臨床、医学教育、看護教育におけ

る日本のリーダーであり晝馬社長は日本のオリジ

ナルな仕事を浜松から世界に発信している。お二

人のアクティブな姿こそが我々のお手本だと称賛

しております。この記事の中で私が特に感銘を受

けたところは日野原理事長の「普通の人が見落と

してしまうようなちょっとしたことでもハッと思

いつく人、それを上手に見つける人。その人がノ

ーベル賞をもらうのです。」という部分と、子供達

に「命とは何か？君達わかりますか」と聞くとよ

く心臓などを指差します。「それは心臓というポン

プで命とは違うのではないか」というと子供達は

だまってしまいます。そこで私が「命とは君が使

える持ち時間のことです。その時間寝たり、食べ

たり、勉強したりする為に使うか、それは見えな

いけれど、持っている時間をどう使うか考えてご

らん」というと子供達は真剣に考え始める。 
つまり命とは人が各々持っている使える時間を

いうとおっしゃっています。今日は外部卓話で市

教育委員会の紅林主事がきっとよいお話をして下

さいますから皆様是非期待していただきたいと思
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います。 

■ 幹 事 報 告        松葉 隆夫君 
• 「スライドショー：職業奉仕を考える」について

のＣＤが地区職業奉仕委員会より届いています。 
• 米山梅吉記念館秋季例祭のご案内が届いていま

す。 
• 地区大会の国際親善フォーラム出席のお願いが

地区インターアクト小委員会より届いています。 
• 青少年交換学生の富士登山のご案内が地区青少

年交換小委員会より届いています。 
２００５年９月５日～６日 
• ロータリーの友事務所より事務所移転のお知ら

せが届いています。 
• ザ・ロータリアン誌 英語版が届いています。 

■ 出 席 報 告           後藤 功君 
本日のホームクラブ 
出 席 者 前回の補正出席者 

30／41 73.17％ 30／41 73.17％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 
〇飯塚君 〇池ノ谷君 〇岩田君 〇増田君 
〇宮川君 〇杉山君 板倉君 浅川君 鈴木舜君 

仲田晃君 望月志君  
(２)メークアップ者 
岩田 規君 （藤枝南）  宮崎 啓之進君（藤枝南） 
杉山 静一君（藤枝南） 岩﨑 四郎君（藤枝南） 

■ ビ ジ タ ー                           
殿村 元二郎君（藤枝南） 

■ ス マ イ ル ＢＯＸ        後藤 功君 
• 藤枝に内科医院を開業して３０年経ちました。今

後ともよろしくお願いいたします。柳原 寿男君 
• 誕生祝ありがとうございます。  宮川 邦光君 

スマイル累計額 １０６，０００円 

■ 外 部 卓 話                          

人間は期待されるように生きようとする性質

をもっている 
人間は期待されて生きていく 

 

青少年問題について 
 
藤枝市教育委員会 
紅林主事 

＜みんないい子に＞ 

中学校で多くの良き

生徒と保護者に出会い、また教育委員会で教育相

談に関わって実感したこと 

１．最近聞いた話 

 （保育園　・　幼稚園・歩道橋・深夜の公園・店で） 

 ・十分なお小遣いと不在家族 

２．子どもたちを取り巻く問題 

・ 不登校 

・ 少年非行 

・ 家庭／養育 

・ 養育・教育相談 

３．「思い」の力 

 ・　ハイポニカトマト 

・ ピグマリオン効果 

・ ３人の兄弟の中で 

４．私見“子どものこころの成長” 

・ 小学校 

・ 中高生 

①携帯ほしい やばくない？ うっせえなあ 

②か・ら・だ 

③写真・鏡を見る 

④テストを返すと 

５．子どもに「かかわる」 

 ・　人は人　なぜ帰らぬと親父に言い／おふく

ろは せがれの嘘を足してやり 

・ 「解説者」になる・・・娘に毎日メッセー

ジを書き続けた母親 

・ 掟・文化  

好意は好意を呼び、拒否は拒否を呼ぶ 

◎交換留学生の竹越翔子さんが８月２６日（金） 

１０：０８藤枝駅を出発しブラジルへ旅立ちまし

た。 

  

 

 

 

 

（担当／望月俊） 


